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Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

　当社は今年4月に創業60周年を迎えました。創業者の松尾孝は、戦

時中の食糧難の時代に、栄養価に優れた未利用の食糧資源を発掘し

て代用食をつくり、人々に提供する事業を行っていました。人々の健

康に寄与した食品で社会に貢献するという創業の精神は、今も受け

継がれ、企業理念「自然の恵みを大切に活かし、おいしさと楽しさを

創造して、人々の健やかなくらしに貢献します」にも掲げています。 

　近年、景況は急速に冷え込み、人口減少と少子高齢化、食糧資源を

めぐる長期的な需給の逼迫、地球温暖化問題、そして安全・安心に対

するお客様の期待はいっそう高まっています。 

　これらの経営環境の激変に対応し、お客様のご要望に的確にお応

えして、グローバル展開を進めるため、2008年度から3カ年の中期経

営計画「21世紀型スナックフードビジネス創生プラン」を策定しまし

た。安全・安心への徹底した取り組みを基本に、適量志向・美しさを追

求する品質保証・素材のおいしさや栄養価をそのまま引き出す調理

法など、「自然・健康・季節感」をテーマに日本的な食文化と融合した

高い付加価値のあるスナックフードへの転換を目指しています。 

　中期経営計画の戦略方針の一つでもある循環型社会の実現へ向け

ては、2015年までに30％のCO2排出量削減を目標に掲げ、環境マネ

ジメント体制の構築やエネルギー使用量の抜本的な削減などを中心

に、全社あげて環境保全活動を推進しています。また、カーボンフッ

トプリント※の導入や廃棄物の新たな循環システムの構築など業界

に先駆けた取り組みも進めています。これら環境への取り組みに加え、

安全・安心で質の高い商品・サービスづくり、地域社会との連携といっ

た企業が果たすべき社会貢献活動を、これからも積極的に実践強化

するとともに、自然のパワーを掘りだした新しい価値と感動をお客

様に提供してまいります。ステークホルダーの皆さまにおかれまし

ては、よりいっそうのご指導ご支援を賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

4 つ の Sを キ ー ワ ー ド に 理 念 の 実 現 を 目 指 し ま す 。 

「おいしい」「楽しい」時間・空間を 
提供するために  
常にお客様を第一に、お客様の声を真摯に受
け止め、安全・安心で質の高い商品・サービス
を提供します。 

【 企 業 理 念 】 

【 C E O ビ ジ ョ ン 】 

食べるほど楽しくなる、 
元気になる夢のスナックを創造して、 
世界中の人々の健やかなくらしに貢献します。 

理 念 実 現 に 向 け た 方 針 と し て …  

私 た ち が 目 指 す 姿  

お客様に最高の商品・サービスを 
提供できる集団であるために  
社員全員が互いに個人を尊重しながら、活き
活きと、そして経営に参画する意識を持って
働きます。 

地域社会の一員として、地域の皆さまの 
暮らしに貢献するために  
良き企業市民として地域社会との調和やステー
クホルダー※の皆さまとの連携に努め、また
次代を担う世代を支援する活動を行います。 

私たちの地球を守ることで、お客様に 
いつまでも自然の恵みをお届けするために  
私たちに多大な恵みをもたらす地球環境を
守るべく、自然の保全・保護に努めます。 

代表取締役社長兼CEO

CS
顧客満足 

ES
社員満足 

SS
社会満足 

GS
地球満足 

※ステークホルダー：組織（企業）の活動により、直接的・間接的な影響を受ける 
　　　　　　　　　　顧客・株主・取引先などの皆さま。 

※カーボンフットプリント：P.16をご参照ください。 
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カルビーさんは毎週のように新商品を発売していますが、ど

のような調査を経て開発するのか興味があります。最近は季

節感のある「桜塩味」のポテトチップスや、おでかけ時に重宝

する少量個包装のシリーズなど、さまざまな

場面で楽しめる商品も発売されていますよ

ね。食べ手の意見や健康などがきちんと考え

られている商品だと分かると、すぐに試して

みたくなります。 カルビーサポーターズクラブ会員※ 浦野さん 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

お客様目線の商品開発に努めています。 

　カルビーでは2008年度より、中期経営計画「21世紀型スナック

フードビジネス創生プラン」を掲げ、素材のおいしさはもちろん、

自然、健康、季節感を活かした商品作りへの取り組みを、よりいっ

そう強化しています。 

　こうした商品作りの中で重視しているのが、

「お客様の声」です。お客様相談室にお寄せい

ただくお声や、コンセプトを見たり試食品を食

べたりしていただきながら発売前の商品を評

価していただく「消費者調査」でのお客様のご

意見を、商品作りに反映させています。 

　既存商品については、そのブランドの資産（パ

ッケージの色、キャッチコピーなど）や世界観

を守りながら、新商品については、お客様のニ

ーズにきちんとお応えできるよう、少子高齢化

や健康志向の高まりを視野に入れつつ、「今カルビーに求められ

ている商品」の追求に努めています。「1人で食べるには少し量が

多い」「カロリーの摂りすぎが気になる」といったお客様のご意見

から、堅あげポテトなどの少量個包装シリーズも生まれました。 

　美しい四季のある日本で愛されるスナックフードには、日本的な

食文化との融合が必要だとカルビーは考えています。その方向性の

一つが、和食のように季節感を大切にした期間限定商品の発売で

す。商品企画から店頭までのプロセスを連動させ、季節に合った商

品をタイミング良くお届けするこ

とで旬を感じていただき、「この季

節には、この味に会えるんだな」と、

お客様に楽しみにしていただける

ような商品の開発を進めています。 

「お客様の声」による商品開発 

季節感を重視したカルビーの商品提案 
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本冊子のより詳しい内容は、 
カルビーウェブサイトに掲載しています。 
http://www.calbee.co.jp/csr/

新商品はどうやって生まれるの？

※カルビーサポーターズクラブ：カルビーやカルビー商品を支持してくださる「ロイヤル顧客」で構成された会員組織。 P.10をご参照ください。 ※カルビーサポーターズクラブ会員：P.03、P.10をご参照ください。 

カルビーウェブサイトのトップページ 
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カルビーさんは毎週のように新商品を発売していますが、ど
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ただくお声や、コンセプトを見たり試食品を食

べたりしていただきながら発売前の商品を評

価していただく「消費者調査」でのお客様のご

意見を、商品作りに反映させています。 

　既存商品については、そのブランドの資産（パ

ッケージの色、キャッチコピーなど）や世界観

を守りながら、新商品については、お客様のニ

ーズにきちんとお応えできるよう、少子高齢化

や健康志向の高まりを視野に入れつつ、「今カルビーに求められ

ている商品」の追求に努めています。「1人で食べるには少し量が

多い」「カロリーの摂りすぎが気になる」といったお客様のご意見

から、堅あげポテトなどの少量個包装シリーズも生まれました。 

　美しい四季のある日本で愛されるスナックフードには、日本的な

食文化との融合が必要だとカルビーは考えています。その方向性の

一つが、和食のように季節感を大切にした期間限定商品の発売で

す。商品企画から店頭までのプロセスを連動させ、季節に合った商

品をタイミング良くお届けするこ

とで旬を感じていただき、「この季

節には、この味に会えるんだな」と、

お客様に楽しみにしていただける

ような商品の開発を進めています。 

「お客様の声」による商品開発 

季節感を重視したカルビーの商品提案 
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。
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取
り
組
み
に
つ
い
て
、情
報
開

示
に
努
め
て
ま
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カ
ル
ビ
ー
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て
、理

解
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ま
っ
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意
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。今
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理
解
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め
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た
だ
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つ
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お
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ま
す
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ず
一
つ
め
の
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、
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ル
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か
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様
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知
り
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て
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取
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業
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来
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ら
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い
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神
で
ス
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ッ
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て
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た
カ
ル
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ー
が
、
一
年
間
の

C
S
R
の
取
り
組
み
を
振
り
返
る
と
と

も
に
、今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
証

し
て
お
り
ま
す
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ま
た
、
昨
年
同
様
情
報
量
を
絞
り
込

み
、よ
り
多
く
の
方
々
に
身
近
な
読
み
物

と
な
る
よ
う
工
夫
を
し
て
お
り
ま
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じゃがいもはどこから来るの？ 

商品はいつも新鮮ですか？ 

地球のこと、どう考えてる？ 

どんな地域貢献をしているの？ 
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本冊子のより詳しい内容は、 
カルビーウェブサイトに掲載しています。 
http://www.calbee.co.jp/csr/

新商品はどうやって生まれるの？

※カルビーサポーターズクラブ：カルビーやカルビー商品を支持してくださる「ロイヤル顧客」で構成された会員組織。 P.10をご参照ください。 ※カルビーサポーターズクラブ会員：P.03、P.10をご参照ください。 

カルビーウェブサイトのトップページ 

今年度の公開は7月上旬です。 
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じゃがいもの、すべての情報を管理しています。 スナックフードこそ、鮮度が大切と考えました。 

　カルビーでは、圃場・工場・売り場の3つの場所で原料となるじ

ゃがいもの品質チェックを行い、その情報を一元管理する「三連

番地管理」システムを確立しています。これは、生産者や圃場、収

穫日、品種などの情報をコンテナ単位で管理することにより、製

造日と生産ラインを特定すれば、使用しているじゃがいもの全情

報を確認できるというものです。さらに工場では、品質および衛

生管理を徹底。商品の塩分や水分測定などの科学的な検査はもち

ろん、五官による官能検査も行っています。 

 

　お客様に常に変わらぬ高品質のポテトチップスをお届けする

には、1年を通じて均質なじゃがいもを調達することが必要です。

そこでカルビーでは、過去の栽培履歴をデータベース化し、より

良い商品を作るために、栽培におけるプロセス管理のプログラム

を構築しています。また収穫後には、その成果を確認してプロセ

ス上の問題点を洗い出し、翌年のさらなる改善につなげています。 

　じゃがいもの生産は、土壌条件や気候、栽培管理の方法などに

より、その品質には違いが出てしまいます。そこで、全国に、じゃ

がいも栽培の調査・アドバイス・情報交換などを担う「フィールド

マン」を配し、約2,500の契約生産者に対して安定した収穫と品質

を実現するための栽培技術指導を行っています。 

「三連番地管理」で原料の品質を保証 
 

IT活用によるじゃがいも栽培プロセスの改善 

生産農家への支援 

　カルビーでは菓子業界で初めて、商品パッケージに賞味期限と

製造年月日の印字を行いました。これは「つくりたてのおいしさを

味わっていただきたい」という、商品鮮度に対するこだわりによる

ものです。この思いを実現するために、例えばポテトチップスの生

産工場は全国各地に分散して設置し、販売地域により近い場所で

の生産を行っています。 

　鮮度へのこだわりは、商品が店頭に並んだ後にも続けています。

全国約8,700の販売店舗に配置されたゾーンセールスは、毎月店

舗を訪れ、専用のソフトウェアを内蔵した携帯電話で商品の製造

年月日をチェック。製造日からの経過日数を確認し、より新しい

商品が店頭に並ぶよう、店舗に対して在庫管理の見直し提案を行

っています。 

　また、これらのデータや店頭での気づき情報、お客様の声など

は、沖縄にあるバックオフィスに報告。次なる商品開発や売り場

の改善提案などに有効に生かせるよう、データベース化して管理

しています。 

店頭での鮮度管理 
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商
品
は
い
つ
も
新
鮮
で
す
か
？

ポ
テ
ト
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ッ
プ
ス
の
原
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で
あ
る
じ
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も
が
、
ど
ん
な
畑
で
ど
の
よ
う
に
育
て
ら
れ

た
の
か
気
に
な
り
ま
す
。
w
e
b
サ
イ
ト
で

生
産
者
情
報
が
確
認
で
き
る
「
じ
ゃ
が
い
も

丸
ご
と
！ 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」は
、と
て
も
良
い

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
で
売

ら
れ
て
い
る
野
菜
な
ど
に
、
生
産
者
情
報
が

明
記
さ
れ
て
い
る
と
安
心
し
て
購
入
で
き
る

の
と
同
じ
で
す
ね
。
ス
ナ
ッ
ク
業
界
で
も
食

の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
取
り
組
み
を
、こ
れ

か
ら
も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。 

商品の賞味期限・製造年月日の印字 ゾーンセールスによる店頭でのチェック 

カルビーサポーターズ 
クラブ会員※ 

　　　市村さん 

じゃがいもはどこから来るの？

カルビーサポーターズ 
クラブ会員※ 

　　　村田さん 

※カルビーサポーターズクラブ会員：P.03、P.10をご参照ください。 

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
ス
ナ
ッ
ク
フ
ー
ド

も
作
り
た
て
が
お
い
し
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
家
で
は
買
い
置
き
の
商
品
は
日
付
が
早

い
も
の
か
ら
順
番
に
食
べ
て
い
ま
す
。
店
頭

に
並
ん
で
い
る
カ
ル
ビ
ー
さ
ん
の
商
品
は
、

ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

私
た
ち
に
身
近
な
ス
ナ
ッ
ク
フ
ー
ド

も
、
生
鮮
食
品
の
よ
う
に
き
ち
ん
と
鮮
度
管

理
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
商
品
や

企
業
に
対
し
て
信
頼
感
が
持
て
ま
す
。 

三連番地管理 

52週オーダー（用途・時期・量） 

生産者圃場 

●品種 
●生産者 
●圃場番号 
●収穫日 
●用途 など 

使用時に合わせた圃場選定や倉庫選定・オペレーションが可能に 

貯蔵倉庫 

●使用時期 
●比重 
●カラー 
●収穫日 
●不良率 など 

店頭 

●プロモーション 
●商品鮮度 
●個店カルテ など 

圃場 工場 売り場 三
連
 

番
地
管
理
 

ゾーンセールス 

カルビー 

店舗や周辺地域のさまざ 
まな動向を報告（日報） 

陳列商品の製造年月日 
などを集計（鮮度情報） 

バックオフィス（沖縄） 

オペレーター 

携帯電話からのデータ送信 

音声通話 

日報管理 
データベース 

鮮度管理 
データベース 

知りたい お客様の　　　　に答える章 知りたい お客様の　　　　に答える章 
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じゃがいもの、すべての情報を管理しています。 スナックフードこそ、鮮度が大切と考えました。 

　カルビーでは、圃場・工場・売り場の3つの場所で原料となるじ

ゃがいもの品質チェックを行い、その情報を一元管理する「三連

番地管理」システムを確立しています。これは、生産者や圃場、収

穫日、品種などの情報をコンテナ単位で管理することにより、製

造日と生産ラインを特定すれば、使用しているじゃがいもの全情

報を確認できるというものです。さらに工場では、品質および衛

生管理を徹底。商品の塩分や水分測定などの科学的な検査はもち

ろん、五官による官能検査も行っています。 

 

　お客様に常に変わらぬ高品質のポテトチップスをお届けする

には、1年を通じて均質なじゃがいもを調達することが必要です。

そこでカルビーでは、過去の栽培履歴をデータベース化し、より

良い商品を作るために、栽培におけるプロセス管理のプログラム

を構築しています。また収穫後には、その成果を確認してプロセ

ス上の問題点を洗い出し、翌年のさらなる改善につなげています。 

　じゃがいもの生産は、土壌条件や気候、栽培管理の方法などに

より、その品質には違いが出てしまいます。そこで、全国に、じゃ

がいも栽培の調査・アドバイス・情報交換などを担う「フィールド

マン」を配し、約2,500の契約生産者に対して安定した収穫と品質

を実現するための栽培技術指導を行っています。 

「三連番地管理」で原料の品質を保証 
 

IT活用によるじゃがいも栽培プロセスの改善 

生産農家への支援 

　カルビーでは菓子業界で初めて、商品パッケージに賞味期限と

製造年月日の印字を行いました。これは「つくりたてのおいしさを

味わっていただきたい」という、商品鮮度に対するこだわりによる

ものです。この思いを実現するために、例えばポテトチップスの生

産工場は全国各地に分散して設置し、販売地域により近い場所で

の生産を行っています。 

　鮮度へのこだわりは、商品が店頭に並んだ後にも続けています。

全国約8,700の販売店舗に配置されたゾーンセールスは、毎月店

舗を訪れ、専用のソフトウェアを内蔵した携帯電話で商品の製造

年月日をチェック。製造日からの経過日数を確認し、より新しい

商品が店頭に並ぶよう、店舗に対して在庫管理の見直し提案を行

っています。 

　また、これらのデータや店頭での気づき情報、お客様の声など

は、沖縄にあるバックオフィスに報告。次なる商品開発や売り場

の改善提案などに有効に生かせるよう、データベース化して管理

しています。 

店頭での鮮度管理 
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カルビーサポーターズ 
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　　　市村さん 

じゃがいもはどこから来るの？

カルビーサポーターズ 
クラブ会員※ 

　　　村田さん 

※カルビーサポーターズクラブ会員：P.03、P.10をご参照ください。 
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52週オーダー（用途・時期・量） 
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●圃場番号 
●収穫日 
●用途 など 

使用時に合わせた圃場選定や倉庫選定・オペレーションが可能に 

貯蔵倉庫 

●使用時期 
●比重 
●カラー 
●収穫日 
●不良率 など 
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などを集計（鮮度情報） 

バックオフィス（沖縄） 

オペレーター 

携帯電話からのデータ送信 

音声通話 

日報管理 
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データベース 
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※カルビーサポーターズクラブ会員：P.03、P.10をご参照ください。 

どんな地域貢献をしているの？

地
球
環
境
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
で
、

企
業
は
利
益
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
地

球
に
優
し
い
取
り
組
み
も
積
極
的
に
行
う
こ

と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。特
に
、ス
ナ
ッ
ク

フ
ー
ド
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
カ
ル
ビ

ー
さ
ん
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
の
か
を
知
り
た
い
で
す
。
身
近
で
子
ど

も
に
も
人
気
の
あ
る
カ
ル
ビ
ー
さ
ん
の
商
品

を
通
じ
て
、
私
た
ち
も
楽
し
み
な
が
ら
環
境

貢
献
活
動
に
参
加
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。 

普段よく食べているポテトチップスなどの商品は、どのよう

に作られているのでしょうか？ 工場見学などを通して、商品

ができるまでの工程や安全・安心の取り組みを知り、じっく

りと触れられれば親しみが持てます。子ども

にも、工場見学や食育の出張授業などで、商

品作りや衛生管理、食に関する正しい知識な

ど、大事なことをたくさん学んでほしいと思

っています。 

　各工場では、植物性残さの飼料への活用、微生物を使った排水の

浄化など、廃棄物の再利用化に取り組んできました。取り組み当初

の1998年度より活動を行ってきた10工場では、リサイクル率100

％を達成。残る2工場を加えた全生産12拠点では99.80％となっ

ています。今後さらに、廃棄物自体を出さないじゃがいもの品種改

良、工場でのロス削減活動などに取り組んでいきます。 

 

■各工場での取り組み 

　じゃがいもの切りくずや製造過程で出た不良品（生ロス）は、循

環資源として再利用しています。各務原工場の生ロスは、専門業者

の工場で発酵・蒸留してバイオエタノールを抽出。ボイラー燃料と

してプラント稼働に利用し、CO2排出量の削減に役立てています。 

　また鹿児島工場では、乾燥させた生ロスをキノコの栽培培地と

して商品化。「ドライミールポテト」と呼ばれるこの商品は、でんぷ

ん質を多く含み、キノコの最適な成長を促進しています。これらの

栽培培地は、使用後も堆肥としてさらに活用されています。 

 

■包装材のリサイクル 

　包装材に使用するプラスチック等から出る廃棄物は、専門業者で

RDF（ごみ固形燃料）化し、補助燃料として使用。また下妻工場では専

門業者で溶融・スラグ化し、人工骨材の原料として再利用しています。 

 

■使用油の処理方法 

　フライヤー清掃時等で、出てきた廃食油は、専門業者によって

再生処理を実施。油水分離などによって再生油として生まれ変わ

り、飼料製造時の添加油として利用されています。 

 

再資源化を促進 

　人々の健やかな暮らしに貢献するために、身近なスナックフー

ドを通して食の正しい知識や楽しさを伝えたい。各地の小学校で

出張授業を行う「カルビー・スナックスクール」は、そんな思いか

ら生まれた活動の一つです。各地域でのスナックスクール担当者

が講師となり、「食べる量と時間、バランスを守る」というスナッ

クフードの楽しみ方を分かりやすくお伝えしています。2008年

度は約500校、約3万4千人の児童に参加いただきました。 

　また広島西工場（広島県）では、地元中学生の職場体験を受け入

れています。職場見学後には、製造ラインでトリミングやピッキン

グ、包装などの業務を3日間ほど実際に体験していただきます。こ

のほか、「全国都市緑化ぐんまフェア」での食育イベントや栄養学

専攻学生への講演など、さまざまな活動を展開しています。 

　千歳工場（北海道）、オイシア清原工場（栃木県）、広島工場（広島

県）、カルビー湖南（滋賀県）では、地域の学校や地元住民の方など

を対象に工場見学を実施しています。製造ライン工程の見学やビ

デオでの説明、できたてが味わえる試食などを行い、地域社会に

開かれた企業としての活動を担っています。見学後のアンケート

で寄せられたご要望にお応えし、お客様が商品をアレンジできる

ような体験プログラムを取り入れた工場もあるなど、相互コミュ

ニケーションを充実させています。 

地域での食育活動 

工場見学の受け入れ 

再資源化へ、確かな歩みを踏み出しました。 多彩な活動で地域社会に貢献しています。 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009 Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

地球のこと、ど
う

考
え
て
る
？

カルビーサポーターズ 
クラブ会員※ 

　　　伊藤さん 

じゃがいものロスから生まれた商品 

千歳工場内での工場見学 小学校での「カルビー・スナックスクール」 

じゃがいもの生ロス 「ドライミールポテト」を含む培地でのキノコ栽培 販売されているキノコ商品 

カルビーサポーターズクラブ会員※ 深田さん 

知りたい お客様の　　　　に答える章 知りたい お客様の　　　　に答える章 
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※カルビーサポーターズクラブ会員：P.03、P.10をご参照ください。 
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CUSTOMER
Satisfaction

   
　「
お
客
様
の
声
を
お
き
か
せ
く
だ

さ
い
」
。
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
記
さ

れ
た
こ
の
言
葉
は
、カ
ル
ビ
ー
の
決

意
の
表
れ
で
す
。
カ
ル
ビ
ー
で
は
、

「
お
客
様
相
談
室
」
に
電
話
や
メ
ー

ル
で
寄
せ
ら
れ
る
1
日
1
2
0
〜

1
3
0
件
の
お
声
へ
の
全
件
対
応

に
取
り
組
み
、貴
重
な
ご
意
見
や
ご

要
望
か
ら
課
題
を
抽
出
、事
業
活
動

に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。寄
せ
ら
れ

た
ご
意
見
に
は
緊
急
度
の
高
い
も

の
か
ら
3
段
階
に
優
先
順
位
を
つ

け
、ご
指
摘
に
関
し
て
は
最
優
先
で

対
応
。全
件
に
つ
い
て
最
適
な
方
法

で
対
応
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
い

ま
す
。 

　「
カ
ル
ビ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
」
は
、
カ
ル
ビ
ー
や
カ
ル
ビ
ー
商

品
を
支
持
し
て
く
だ
さ
る「
ロ
イ
ヤ

ル
顧
客
」で
構
成
さ
れ
た
会
員
組
織

で
す
。会
員
数
は
2
0
0
9
年
2
月

現
在
、1
0
0
0
人
を
超
え
て
い
ま

す
。会
員
専
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ブ

ロ
グ
や
掲
示
板
な
ど
の
参
加
し
や

す
い
も
の
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

と
と
も
に
、会
員
の
方
々
と
カ
ル
ビ

ー
担
当
者
が
直
に
接
す
る
イ
ベ
ン

ト
も
多
数
開
催
し
て
お
り
、お
客

様
が
今
、
何
を
望
ん
で
お
ら

れ
る
の
か
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
お
伺
い
し

て
、
商
品
開
発
・
改
善
に
つ
な
げ
る

機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。 

 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

カルビレッジ「じゃがいも農場」 

「
お
客
様
相
談
室
」は
 

全
件
対
応
が
基
本
 

頼
れ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
 

「
カ
ル
ビ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
 

ク
ラ
ブ
」 

お客様との双方向コミュニケーションに努めています 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

「おいしい」「楽しい」 
時間・空間を創造するために 

「じゃがり校」 

毎日いただくお客様のお声 
一つひとつを企業活動に反映し、 
お客様に感動していただける 
サービスづくりにつなげて 
いきたいと思っています。 

CS

CS
顧客満足 

お客様のすべてのお声は、カルビーにとっての大切な財産です。 

いただいたご意見やご指摘には、心を込めて対応するとともに、 

それらを次なる改善につなげ、新たな感動と満足をお届けしています。 

カルビーの　　　　を届ける章 伝えたい 

CRMグループ   

二宮 かおる 
「カルビーをより良くする委員会」 
カルビーサポーターズクラブ会員の皆さまのお声を定期的に伺い、 
企業活動や商品作りの改善・改良・創造に活かしていくための場。 

お客様のご意見を基に、ホー

ムページの「よくいただくご

質問にお答えします」をリニ

ューアル。知りたいことをす

ぐに探し出せるよう、フリー

ワード検索機能を設けるな

ど改善をしました。 

　 

 

 

　カルビーでは、お客様とのワン・トゥ・ワンコミュニケーション

を目指しています。そこで、ウェブサイト上に、素材へのこだわりや品

質管理の姿勢などを、楽しみながら知っていただき、実感していただける

さまざまなコンテンツを用意しています。 

　例えば、会員制コンテンツ「マイページ」内では、自分専用の畑でじゃがいも

を栽培し、カルビーに納品する「じゃがいも農場」を展開。また、栽培したじゃが

いもの貯蔵から商品に加工するまでを疑似体験できる「ポテトチップス工

場」、スーパーマーケットでの仕事を体験する「ゾーンセールス」など、カル

ビーの取り組みを、より身近に感じていただけるコンテンツを設けてい

ます。このほか、じゃがりこファンのコミュニティ「じゃがり校」で

は、お客様のお声から新商品を開発するなど、お客様との双

方向コミュニケーションを図っています。 

顧客満足 

09

11

13

15

を
届
け
る
章
 

カ
ル
ビ
ー
の
 「
伝
え
た
い
」
 

ご指摘対応フロー 

ご意見・ご要望の反映事例 

お客様 

お客様相談室 工
場
 

原
因
究
明
 

報
告
書
作
成
 

報告 

その後お客様にアンケートをお願いし、その結果を本社で集計。 
内容によって工場やいろいろなセクションに戻していきます。 

その他の反映事例をウェブサイトの「お客様のお声から学びました」でご紹介しています。 

ご指摘 

お客様の声 
データベース 

カルビーの　　　　を届ける章 
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を栽培し、カルビーに納品する「じゃがいも農場」を展開。また、栽培したじゃが
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ます。このほか、じゃがりこファンのコミュニティ「じゃがり校」で

は、お客様のお声から新商品を開発するなど、お客様との双

方向コミュニケーションを図っています。 

顧客満足 

09

11

13

15

を
届
け
る
章
 

カ
ル
ビ
ー
の
 「
伝
え
た
い
」
 

ご指摘対応フロー 

ご意見・ご要望の反映事例 

お客様 

お客様相談室 工
場
 

原
因
究
明
 

報
告
書
作
成
 

報告 

その後お客様にアンケートをお願いし、その結果を本社で集計。 
内容によって工場やいろいろなセクションに戻していきます。 

その他の反映事例をウェブサイトの「お客様のお声から学びました」でご紹介しています。 

ご指摘 

お客様の声 
データベース 

カルビーの　　　　を届ける章 
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カ
ル
ビ
ー
で
は
、社
員
一
人
ひ
と

り
の
社
員
価
値
向
上
こ
そ
が
、中
期

経
営
計
画「
  21
世
紀
型
ス
ナ
ッ
ク
フ

ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
創
生
プ
ラ
ン
」を
実

現
す
る
大
前
提
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
「
社
員
価
値
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成
し
、
個
々
の
活

躍
の
舞
台
を
明
確
に
す
る
こ
と
で

「
約
束
と
責
任
」を
確
認
し
合
い
、目

標
達
成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
、当
た
り
前
と
な
る
風

土
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、リ
ー
ダ
ー

層
に
対
し
、
職
務
・
能
力
要
件
を
改

め
て
設
定
。ア
セ
ス
メ
ン
ト（
診
断
）

を
実
施
し
、社
員
の
優
れ
て
い
る
点

や
改
善
課
題
を
元
に
キ
ャ
リ
ア
開

発
プ
ラ
ン
の
設
計
に
着
手
、一
人
ひ

と
り
の
キ
ャ
リ
ア
展
開
に
生
か
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
約
半
年
間
に

及
ぶ
新
入
社
員
の
研
修
を
は
じ
め
、

入
社
3
年
目
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
、階
層
別
・
職
種
別
教
育
、e
ラ

ー
ニ
ン
グ
な
ど
、複
線
型
で
多
彩
な

教
育
・
研
修
の
場
を
提
供
。
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
遂
行
で
き
る
人
材
育

成
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
整
え
て

い
ま
す
。 

　
小
集
団
活
動
の
優
れ
た
成
果
か

ら
学
ん
だ
知
恵
や
ス
キ
ル
を
グ
ル

ー
プ
全
体
で
共
有
し
、よ
り
良
い
発

想
を
促
す
た
め
に
開
催
し
て
い
る

の
が「
全
国
成
果
発
表
会
」や「
お
見

事
賞
」の
取
り
組
み
で
す
。「
全
国
成

果
発
表
会
」
は
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
単

位
で
編
成
さ
れ
た
小
集
団
チ
ー
ム

が
取
り
組
ん
だ
改
善
活
動
の
成
果

を
発
表
す
る
と
い
う
も
の
。全
員
参

加
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
形
式
に
よ
る
審
査
で
、優
れ
た
チ

ー
ム
や
個
人
を
表
彰
し
ま
す
。 

　
ま
た
、「
お
見
事
賞
」
で
は
、
各
チ

ー
ム
や
個
人
の
業
務
改
善
提
案
ベ

ス
ト
事
例
の
中
か
ら
、C
E
O
が
現

場
の
優
秀
な
活
動
を
表
彰
。社
員
の

士
気
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
社
員
の
安
全
・
健
康
へ
の
配
慮
は
、

現
代
企
業
に
お
け
る
大
き
な
命
題
で

す
。カ
ル
ビ
ー
で
も
法
律
に
基
づ
き
、

労
働
災
害
の
防
止
や
心
身
の
健
康
維

持
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。各
工
場

や
事
業
所
で
は
、安
全
管
理
者
、衛
生

管
理
者
お
よ
び
安
全
衛
生
委
員
等
に

よ
る「
安
全
衛
生
委
員
会
」を
開
催
。

毎
月
、労
働
災
害
の
防
止
や
職
場
環

境
の
改
善
、健
康
管
理
対
策
を
、産
業

医
と
協
働
で
検
討
し
て
い
ま
す
。ま

た
、四
半
期
ご
と
に
全
国
の
安
全
管

理
者
が
一
堂
に
会
し
、問
題
の
共
有

や
課
題
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ
の
他
、定
期
健
康
診
断
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
相
談
・
講
演
会
、

産
業
医
に
よ
る
面
談
指
導
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

　
カ
ル
ビ
ー
で
は
、さ
ま
ざ
ま
な
状

況
の
人
が
活
き
活
き
と
働
け
る
職

場
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

2
0
0
8
年
度
の
障
が
い
者
雇
用

率
は
1.
 81
％
と
、法
定
雇
用
率
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。 

 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

育児制度利用者の面談風景 

「
社
員
価
値
向
上
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
設
置
 

全
国
成
果
発
表
会
を
開
催
 

充実した育児制度を整えています 

安
全
衛
生
管
理
体
制
の
徹
底
 

全
社
で
法
定
雇
用
率
を
達
成
 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

お客様に最高の商品・サービスを 
提供できる集団であるために 

EMPLOYEE
Satisfaction

ES
社員満足 

ES
社員満足 

カルビーでは、社員満足を経営における重要な柱とし 

社員一人ひとりが満足し、やりがいを持って働けるよう、 

社内制度の拡充に努めています。 

カルビーの　　　　を届ける章 伝えたい 

CRMグループお客様相談室 

宮川 亜希乃 

　カルビーでは、GPTW（Great Place To Work＝働

きがいのある素晴らしい職場）の考え方に則り、誰もが

安心し、継続して働ける職場づくりに努めています。その中の

一つが、家庭と仕事の両立を支援する育児制度です。育児休業は2年

間（国が定めているのは特例を含めて1年半）、短時間勤務の期間は小学

校3年生修了時までとし、対象は社員だけではなく、直接雇用している嘱託、準

社員にも範囲を広げています。 

　さらに、育児休業者には出産後3カ月おきに出社、面談を実施する機会を設けていま

す。これは、休職中に職場の情報を伝えるなどのコミュニケーションを図ることで、制度

利用者が不安を感じることなく、スムーズに職場復帰できることを目指したもの。 

　これまでの育児制度利用者の職場復帰率は、ほぼ100%となっています。 

休職中も復帰へ向けて 
細かく打ち合わせができ、 
安心して育児に 
専念できました。 
子供の成長していく姿を 
近くで見ることができ、 
母親としての喜びを 
感じています。 

アセスメントを一人ひとりにフィード
バックして、各々の弱み・強みを確認。自
身に適した教育メニューを選択します。 

障がい者雇用率 

0.50

0

1.00

1.50

2.00

2006 2007 2008 （年度 

（％） 

） 

1.80 1.85 1.81

アセスメント総合 

1 課題解決総合 

2 対人関係総合 3 知識総合 

要点の把握 共通知識 C

課題の設定 共通知識 B

対策の立案 共通知識 A

ファシリテーション 
説得する力 相手への配慮 

主張する力 プレゼンテーション 

専門知識（職務別） 

私 

標準点 
平均点 

アセスメントのフィードバック（例） 

カルビーの　　　　を届ける章 

1112

伝えたい 
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一
人
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り
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社
員
価
値
向
上
こ
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が
、中
期

経
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計
画「
  21
世
紀
型
ス
ナ
ッ
ク
フ

ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
創
生
プ
ラ
ン
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実

現
す
る
大
前
提
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
「
社
員
価
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向
上
プ
ロ
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ェ
ク
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」
を
結
成
し
、
個
々
の
活
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の
舞
台
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
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と
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確
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し
合
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、目
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達
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に
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積
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に
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が
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す
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の
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開

発
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に
着
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人
ひ

と
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の
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展
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に
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し
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ま
す
。
ま
た
、
約
半
年
間
に
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ぶ
新
入
社
員
の
研
修
を
は
じ
め
、

入
社
3
年
目
の
フ
ォ
ロ
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ア
ッ
プ

研
修
、階
層
別
・
職
種
別
教
育
、e
ラ

ー
ニ
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グ
な
ど
、複
線
型
で
多
彩
な

教
育
・
研
修
の
場
を
提
供
。
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
遂
行
で
き
る
人
材
育

成
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
整
え
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ま
す
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小
集
団
活
動
の
優
れ
た
成
果
か

ら
学
ん
だ
知
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や
ス
キ
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グ
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ー
プ
全
体
で
共
有
し
、よ
り
良
い
発

想
を
促
す
た
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開
催
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い
る

の
が「
全
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成
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発
表
会
」や「
お
見

事
賞
」の
取
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組
み
で
す
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発
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会
」
は
、
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務
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単
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取
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双
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ョ
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に
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で
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や
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を
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ま
す
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ま
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事
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で
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や
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人
の
業
務
改
善
提
案
ベ

ス
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事
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の
中
か
ら
、C
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が
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の
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な
活
動
を
表
彰
。社
員
の
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気
向
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が
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ま
す
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の
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配
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に
お
け
る
大
き
な
命
題
で

す
。カ
ル
ビ
ー
で
も
法
律
に
基
づ
き
、
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進
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ま
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の
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対
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を
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の
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共
有

や
課
題
改
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に
取
り
組
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で
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ま

す
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他
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対
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講
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、
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に
よ
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の
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ま
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を
開
催
 

充実した育児制度を整えています 

安
全
衛
生
管
理
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の
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で
法
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雇
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を
達
成
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お客様に最高の商品・サービスを 
提供できる集団であるために 

EMPLOYEE
Satisfaction

ES
社員満足 

ES
社員満足 

カルビーでは、社員満足を経営における重要な柱とし 

社員一人ひとりが満足し、やりがいを持って働けるよう、 

社内制度の拡充に努めています。 

カルビーの　　　　を届ける章 伝えたい 

CRMグループお客様相談室 

宮川 亜希乃 

　カルビーでは、GPTW（Great Place To Work＝働

きがいのある素晴らしい職場）の考え方に則り、誰もが

安心し、継続して働ける職場づくりに努めています。その中の

一つが、家庭と仕事の両立を支援する育児制度です。育児休業は2年

間（国が定めているのは特例を含めて1年半）、短時間勤務の期間は小学

校3年生修了時までとし、対象は社員だけではなく、直接雇用している嘱託、準

社員にも範囲を広げています。 

　さらに、育児休業者には出産後3カ月おきに出社、面談を実施する機会を設けていま

す。これは、休職中に職場の情報を伝えるなどのコミュニケーションを図ることで、制度

利用者が不安を感じることなく、スムーズに職場復帰できることを目指したもの。 

　これまでの育児制度利用者の職場復帰率は、ほぼ100%となっています。 

休職中も復帰へ向けて 
細かく打ち合わせができ、 
安心して育児に 
専念できました。 
子供の成長していく姿を 
近くで見ることができ、 
母親としての喜びを 
感じています。 

アセスメントを一人ひとりにフィード
バックして、各々の弱み・強みを確認。自
身に適した教育メニューを選択します。 

障がい者雇用率 
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説得する力 相手への配慮 

主張する力 プレゼンテーション 
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「じゃがいも教室」を通じて、 
じゃがいもに込められた 
パワーや歴史、自然の作物の 
豊かさをお伝えしたいと 
思っています。 

A

F

E
D

C

B

SS
社会満足 

カルビーの　　　　を届ける章 伝えたい 

カルビー×Jリーグ「キッズファンサッカー」 

子どもたちの、さまざまな可能性を広げています 

地域の皆さまの 
暮らしに貢献するために 

スタジアムでのイベント「カルビーパーク」 

SOCIAL
Satisfaction

社会満足 
SS

食を通じて、もっともっと人や地域とのふれあいを深めたい。 

カルビーはそんな思いを胸に、心の豊かさを育む多彩な活動を行い、 

地域社会への貢献に努めています。 

 

　カルビーでは全社レベルでさまざまな地域貢献活動を行っています。 

　その中の一つに、「食」も「スポーツ」も、人々の健康を支えるものであり、目

指す所は共通であるという考えで、Jリーグと共同して行っている活動があ

ります。2007年からは、サッカーに食育の要素をプラスしたユニークなイ

ベントも開催しています。 

　春には、JリーグおよびJクラブとのコラボレーションによる「キッズフ

ァンサッカー」（サッカー教室、じゃがいも教室）を全国7カ所で開催。小学

生を対象に、サッカーの楽しさとともに、じゃがいもや食の楽しさを学ん

でいただいています。また、秋には「カルビーパーク」を全国7カ所のJリ

ーグ試合が開催されるスタジアムで展開。親子でじゃがいもの収穫を

体感する「じゃがいもつかみどり」などを行い、自然素材の大切さを感

じていただいています。 

   
　
こ
の
連
合
は
、南
仏
の
小
さ
な
村

で
始
ま
っ
た「
フ
ラ
ン
ス
で
最
も
美

し
い
村
」
運
動
を
、
カ
ル
ビ
ー
が
北

海
道
美
瑛
町
に
紹
介
し
た
こ
と
を

機
に
、2
0
0
5
年
に
発
足
し
ま
し

た
。田
舎
の
小
さ
な
農
山
村
が
独
自

の
景
観
や
文
化
な
ど
の
地
域
資
源

を
守
り
な
が
ら
自
立
発
展
し
、将
来

に
わ
た
っ
て
美
し
い
地
域
で
あ
り

続
け
る
。カ
ル
ビ
ー
は
こ
の
活
動
に

共
鳴
し
、継
続
的
に
支
援
し
て
い
ま

す
。当
初
は
7
つ
の
町
村
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
当
連
合
も
、2
0
0
8
年

度
に
は
町
村
数

 18
に
ま
で
拡
大

し
て
い
ま
す
。 

 　
1
9
9
4
年
よ
り「
カ
ル
ビ
ー
日

本
研
究
基
金
」
を
設
立
し
、
北
京
大

学
で
日
本
研
究
を
行
う
研
究
者
の

方
々
を
支
援
し
て
い
ま
す
。2
0
0
8

年
に
は
同
基
金
の
運
営
に
あ
た
る

「
北
京
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
」

が
創
立
  20
周
年
を
迎
え
、そ
の
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
C
E
O
の
中
田
が

基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

遼
寧
大
学
に
も「
カ
ル
ビ
ー
日
中
友

好
基
金
」
を
設
け
、
外
国
語
学
習
者

に
奨
学
金
を
授
与
し
て
い
ま
す
。 
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N
P
O
法
人「
日
本
で
最
も
 

美
し
い
村
」連
合
を
支
援
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日
中
友
好
活
動
を
促
進
 

A北海道 
北部カンパニー札幌オフィス 

除雪・花植え・交通 
安全活動に参加 

地元児童が安全に登校できるよう、交通安全喚起

活動を（9月）、さらに通学路確保のため歩道の除

雪作業を（11月）行っています。またパンジーやビ

オラなど、街路樹の根元へ花を植える活動にも参

加しています。 

B埼玉県 
東京カンパニー 

「じゃがいも公園」 
で地域交流 

東松山オフィスや東松山工場は、住宅街の中にあ

ります。そこで、近隣の皆さまの生活に貢献した

いという思いから、工場の一角に地域の憩いの場

「じゃがいも公園」を設立。地元の方々とのふれあ

いを深めるイベントとして、毎年、観梅会を開催

しています。 

F福岡県 
九州カンパニー 

キャップを回収して 
ポリオワクチンに 

福岡エリアオフィスでは、ペットボトルのキャッ

プを回収し、世界中の子どもたちにポリオワクチ

ンを送る運動に参加しています。ポリオワクチン

1本分となるのは、キャップ約800個。2008年11

月には1回目の寄付として、約1,400個を送付し

ました。この取り組みは全国に広がっています。 

C愛知県 
中部カンパニー 

「ファミリー 
ミュージカル」を開催 

「地域に密着した形で、親子のコミュニケーショ

ンの場を提供したい」との思いから、中部カンパ

ニーは劇団カッパ座による「ファミリーミュージ

カル」を企画・主催しました。2008年8月の2回の

公演には、計2,600名のお客様にご参加いただき

ました。 

D滋賀県 
カルビー・イートーク 

障がい者雇用を 
促進 

「障がい者が普通に働ける普通の職場」を目標に

設立されたカルビー・イートークでは、各障がい

者団体からの工場見学や職場実習の受け入れな

どを実施しています。また従業員は、2007年に引

き続き、アビリンピック（滋賀県障がい者技能競

技大会）にも参加しています。 

E広島県 
中四国カンパニー 

ピンクリボン 
運動を応援 

ピンクリボン運動とは、乳がん検診の定期的な受

診を推進する世界規模のキャンペーン。中四国カ

ンパニーでは、この活動を推進している地元NPO

に対して、立ち上げ時から活動資金や製品などを

提供。一人でも多くの方々に乳がんの早期発見に

関心を持っていただけるよう支援しています。 

マーケティンググループ  
企画チーム   

橋本 利和 

カルビーの　　　　を届ける章 
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F
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ました。 

D滋賀県 
カルビー・イートーク 

障がい者雇用を 
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技大会）にも参加しています。 
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運動を応援 

ピンクリボン運動とは、乳がん検診の定期的な受
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温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る
、 

地
産
地
消
の
取
り
組
み
 

GS

   
　
カ
ル
ビ
ー
湖
南
（
滋
賀
県
湖
南

市
）で
は
2
0
0
7
年
、「
滋
賀
県
で

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
用
の
じ
ゃ
が
い

も
を
生
産
し
、商
品
化
し
て
地
元
の

方
に
食
べ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
、

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。こ
う
し
て
生
ま
れ
た
商
品
が

「
し
が
じ
ゃ
が
」で
す
。地
元
で
収
穫

し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
地
元
で
使
用

す
る
こ
と
で
、原
料
の
輸
送
距
離
が

こ
れ
ま
で
よ
り
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

品
質
劣
化
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

約
  16
t
の
C
O
2
排
出
削
減
効
果
も

得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
2
0
0
9
年
2
月
の
「
ス
ト
ッ

プ
温
暖
化
『
一
村
一
品
』
大
作
戦
」

（
環
境
省
主

催
）で
審
査

委
員
特
別

賞「
エ
コ
ロ

ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
賞
」を

受
賞
し
ま

し
た
。 

 

　「
  70
g
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス 

コ
ン
ソ

メ
パ
ン
チ
」の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表
示

さ
れ
た「
2
3
2
g
／
C
O
2
」の
数

字
。
こ
れ
は
、
原
料
調
達
か
ら
商
品

廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
の
全
過
程

で
排
出
さ
れ
る
C
O
2
の
合
計
量
を

表
示
（
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
・
C
F
P
）し
た
も
の
で
す
。カ
ル

ビ
ー
で
は
業
界
に
先
駆
け
て
、日
本

最
大
の
環
境
展
示
会「
エ
コ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
2
0
0
8
」な
ど
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
展
を
は
じ
め
、2
0
0
9
年
2

月
に
は
、さ
い
た
ま
コ
ー
プ
南
浦
和

店
で
展
示
・

実
験
販
売
、

3
月
か
ら
は
、経
済
産
業
省
が
進
め

る
一
部
小
売
店
で
の
試
験
販
売(

  11

社
  19
商
品)

に
も
協
力
す
る
な
ど
本

格
導
入
へ
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。ま
た
、4
月
か
ら
は
、経
済

産
業
省
の
支
援
事
業
で
あ
る
C
F
P

自
主
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参

加
し
、お
客
様
が
日
常
生
活
の
中
で

環
境
配
慮
型
商
品
を「
選
び
」、地
球

温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
を
「
実
行
」

す
る
た
め
の
一
助
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
C
O
2
排
出
量
削
減
の
大
き
な
カ

ギ
を
握
る
の
が
、輸
送
面
で
の
取
り

組
み
で
す
。
カ
ル
ビ
ー
で
は
、
商
品

の
運
送
に
使
用
す
る
約
1
0
0
0
台

の
配
送
車
両
に
つ
い
て
、3
年
間
で

5
0
0
台
を
目
標
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
取
り
付
け
を
推
奨
。

安
全
運
転
診
断
や
走
行
距
離
、燃
費

か
ら
C
O
2
排
出
量
を
算
出
し
、そ

の
デ
ー
タ
を
基
に
し
な
が
ら
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
長
距
離
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
か
ら
鉄
道
輸
送
へ
の
転
換
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
半
期
ご
と
の
物

流
方
針
説
明
会
の
際
に
は
、委
託
先

に
成
功
事
例
の
発
表
を
し
て
も
ら
う

な
ど
、お
取
引
先
と
協
力
を
し
な
が

ら
、安
全
で
効
率
的
な
配
送
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。 
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「CO2削減プロジェクト」ミーティング風景 

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
 

導
入
へ
向
け
て
の
展
開
 

CO2削減プロジェクトを設置しました 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

お客様にいつまでも 
自然の恵みをお届けするために 

CO2の排出量 

GLOBAL
Satisfaction

地球満足 

 

　「2015年までにCO2排出量を30％削減する」ことを目指

し、「CO2削減プロジェクト」を発足させ、社員全員参加型の取り

組みを始めています。活動の柱となるのは、「省エネ・省資源・ムダ取

り活動」。電気使用量などの削減にも現場主導で取り組んでいます。また

生産段階で廃棄処分となるじゃがいもの量を減らし、処分に必要な電力を

削減することでもCO2排出を抑えることができます。そこで、じゃがいもの

収量計画と販売計画のバランスを取る、じゃがいもの大きさを標準化するなど

の取り組みも視野に入れています。 

　もう一つは、エネルギー革新による「エネルギー使用量の抜本的な削減」。例え

ば、帯広工場では重油を燃料とする発電機を廃止し、電力を北海道電力から購入。

CO2排出量の大幅な削減につなげました。輸送部門でも、長距離輸送ルートの見直

しや鉄道輸送への転換（モーダルシフト）などを計画しています。 

GS
地球満足 

カルビーの　　　　を届ける章 伝えたい 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
 

CO2削減プロジェクト事務局 

高橋 正博 

カルビーの事業は、自然の恵みの上に成り立っています。 

これからも永続的にお客様に豊かな商品をお届けするために、 

そして持続可能な地球を次世代に残していくために、全力で環境対策に取り組んでいます。 

社会に対し、経済的な貢献だけではなく、 
地球規模で起きている環境問題でも、 
企業としての務めを 
果たしていきたいと思っています。 

「エコプロダクツ2008」にCFP商品を出展 

「しがじゃが」 

CFPシールを貼った「ポテトチッ
プスコンソメパンチ」（「エコプロ
ダクツ2008」にて試験的に展示） 

商品生産が44％、原材料調達が38％と大半
を占めており、今後の課題解決につなげます。 

合計 
232
グラム 

原材料調達 
87

商品輸送 13

商品生産 
101

商品販売 
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温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る
、 

地
産
地
消
の
取
り
組
み
 

GS
   

　
カ
ル
ビ
ー
湖
南
（
滋
賀
県
湖
南

市
）で
は
2
0
0
7
年
、「
滋
賀
県
で

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
用
の
じ
ゃ
が
い

も
を
生
産
し
、商
品
化
し
て
地
元
の

方
に
食
べ
て
い
た
だ
く
」
と
い
う
、

地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。こ
う
し
て
生
ま
れ
た
商
品
が

「
し
が
じ
ゃ
が
」で
す
。地
元
で
収
穫

し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
地
元
で
使
用

す
る
こ
と
で
、原
料
の
輸
送
距
離
が

こ
れ
ま
で
よ
り
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、

品
質
劣
化
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、

約
  16
t
の
C
O
2
排
出
削
減
効
果
も

得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み

は
、
2
0
0
9
年
2
月
の
「
ス
ト
ッ

プ
温
暖
化
『
一
村
一
品
』
大
作
戦
」

（
環
境
省
主

催
）で
審
査

委
員
特
別

賞「
エ
コ
ロ

ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
賞
」を

受
賞
し
ま

し
た
。 

 

　「
  70
g
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス 

コ
ン
ソ

メ
パ
ン
チ
」の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表
示

さ
れ
た「
2
3
2
g
／
C
O
2
」の
数

字
。
こ
れ
は
、
原
料
調
達
か
ら
商
品

廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で
の
全
過
程

で
排
出
さ
れ
る
C
O
2
の
合
計
量
を

表
示
（
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
・
C
F
P
）し
た
も
の
で
す
。カ
ル

ビ
ー
で
は
業
界
に
先
駆
け
て
、日
本

最
大
の
環
境
展
示
会「
エ
コ
プ
ロ
ダ

ク
ツ
2
0
0
8
」な
ど
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
展
を
は
じ
め
、2
0
0
9
年
2

月
に
は
、さ
い
た
ま
コ
ー
プ
南
浦
和

店
で
展
示
・

実
験
販
売
、

3
月
か
ら
は
、経
済
産
業
省
が
進
め

る
一
部
小
売
店
で
の
試
験
販
売(

  11

社
  19
商
品)

に
も
協
力
す
る
な
ど
本

格
導
入
へ
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。ま
た
、4
月
か
ら
は
、経
済

産
業
省
の
支
援
事
業
で
あ
る
C
F
P

自
主
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参

加
し
、お
客
様
が
日
常
生
活
の
中
で

環
境
配
慮
型
商
品
を「
選
び
」、地
球

温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
を
「
実
行
」

す
る
た
め
の
一
助
に
な
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
C
O
2
排
出
量
削
減
の
大
き
な
カ

ギ
を
握
る
の
が
、輸
送
面
で
の
取
り

組
み
で
す
。
カ
ル
ビ
ー
で
は
、
商
品

の
運
送
に
使
用
す
る
約
1
0
0
0
台

の
配
送
車
両
に
つ
い
て
、3
年
間
で

5
0
0
台
を
目
標
に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
取
り
付
け
を
推
奨
。

安
全
運
転
診
断
や
走
行
距
離
、燃
費

か
ら
C
O
2
排
出
量
を
算
出
し
、そ

の
デ
ー
タ
を
基
に
し
な
が
ら
エ
コ
ド

ラ
イ
ブ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
長
距
離
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
か
ら
鉄
道
輸
送
へ
の
転
換
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
半
期
ご
と
の
物

流
方
針
説
明
会
の
際
に
は
、委
託
先

に
成
功
事
例
の
発
表
を
し
て
も
ら
う

な
ど
、お
取
引
先
と
協
力
を
し
な
が

ら
、安
全
で
効
率
的
な
配
送
方
法
を

検
討
し
て
い
ま
す
。 

 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

「CO2削減プロジェクト」ミーティング風景 

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
 

導
入
へ
向
け
て
の
展
開
 

CO2削減プロジェクトを設置しました 

Ca lbee  Foods  Co . , L td . CSR Repor t  2009

お客様にいつまでも 
自然の恵みをお届けするために 

CO2の排出量 

GLOBAL
Satisfaction

地球満足 

 

　「2015年までにCO2排出量を30％削減する」ことを目指

し、「CO2削減プロジェクト」を発足させ、社員全員参加型の取り

組みを始めています。活動の柱となるのは、「省エネ・省資源・ムダ取

り活動」。電気使用量などの削減にも現場主導で取り組んでいます。また

生産段階で廃棄処分となるじゃがいもの量を減らし、処分に必要な電力を

削減することでもCO2排出を抑えることができます。そこで、じゃがいもの

収量計画と販売計画のバランスを取る、じゃがいもの大きさを標準化するなど

の取り組みも視野に入れています。 

　もう一つは、エネルギー革新による「エネルギー使用量の抜本的な削減」。例え

ば、帯広工場では重油を燃料とする発電機を廃止し、電力を北海道電力から購入。

CO2排出量の大幅な削減につなげました。輸送部門でも、長距離輸送ルートの見直

しや鉄道輸送への転換（モーダルシフト）などを計画しています。 

GS
地球満足 

カルビーの　　　　を届ける章 伝えたい 

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
 

CO2削減プロジェクト事務局 

高橋 正博 

カルビーの事業は、自然の恵みの上に成り立っています。 

これからも永続的にお客様に豊かな商品をお届けするために、 

そして持続可能な地球を次世代に残していくために、全力で環境対策に取り組んでいます。 

社会に対し、経済的な貢献だけではなく、 
地球規模で起きている環境問題でも、 
企業としての務めを 
果たしていきたいと思っています。 

「エコプロダクツ2008」にCFP商品を出展 

「しがじゃが」 

CFPシールを貼った「ポテトチッ
プスコンソメパンチ」（「エコプロ
ダクツ2008」にて試験的に展示） 

商品生産が44％、原材料調達が38％と大半
を占めており、今後の課題解決につなげます。 
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株
主
総
会
を
最
高
の
意
思
決
定
機
関

と
し
、執
行
役
員
に
よ
る
業
務
執
行
、執

行
状
況
を
監
督
す
る
取
締
役
会
、取
締
役

の
職
務
遂
行
を
監
視
・
監
査
す
る
監
査
役

会
を
基
本
に
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。 

　
法
令
や
社
会
的
倫
理
の
遵
守
こ
そ
事

業
活
動
を
支
え
る
根
幹
と
考
え
、

2
0
0
6
年
に「
グ
ル
ー
プ
行
動
規
範
」

と
「
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針
」
を
制
定
。

2
0
0
8
年
に
改
訂
し
た
エ
シ
ッ
ク
ス（
倫

理
）カ
ー
ド
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
配
付
す
る
な
ど
、浸
透
・
啓

発
を
図
っ
て
い
ま
す
。2
0
0
8
年
に
は

「
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体

制
」を
刷
新
し
、「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

室
」に
あ
ら
ゆ
る
ク
ラ
イ
シ
ス
情
報
を
集

中
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。カ

ン
パ
ニ
ー
や
グ
ル
ー
プ
関
係
会
社
の
ト
ッ

プ
を「
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
推
進
責
任
者
」と
す
る
こ
と
で
、現
場

の
従
業
員
に
働
き
か
け
や
す
い
体
制
を

と
る
と
と
も
に
、社
員
に
は「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
。結
果

を
各
事
業
所
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、改

善
策
を
検
討
・
実
施
す
る
と
と
も
に
、そ

れ
ら
を
盛
り
込
ん
だ「
経
営
宣
言
書
」を

事
業
所
ご
と
に
掲
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ズ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
刷

新
し
、ル
ー
ル
や
規
程
に
つ
い
て
の
理
解

度
を
は
か
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
行
動
規
範
や
行
動
指
針
に
抵
触
す
る

行
為
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
解
決
の

た
め
、リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
と
社
外

の
法
律
事
務
所
を
窓
口
と
す
る「
倫
理
ヘ

ル
プ
ラ
イ
ン
」を
、2
0
0
6
年
に
開
設

し
て
い
ま
す
。2
0
0
7
年
に
は
社
員
が

安
心
し
て
通
報
で
き
る
よ
う「
公
益
通
報

者
保
護
規
程
」を
制
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、事
業
所
ご
と
に
相
談
担
当
窓

口
を
設
け
、被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
り
な
が
ら
、正
確
か
つ
迅
速
に
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
に
取
り
次
ぐ
体
制

を
整
え
、倫
理
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
で
も
対
応

を
し
て
い
ま
す
。 

　
金
融
商
品
取
引
法（
財
務
報
告
に
係
る

内
部
統
制
）の
施
行
に
伴
い
、2
0
0
8

年
4
月
か
ら
上
場
企
業
に「
内
部
統
制
報

告
制
度
」が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は

決
算
書
の
信
頼
性
確
保
、粉
飾
決
算
の
防

止
を
目
的
に
、決
算
書
の「
作
成
プ
ロ
セ

ス
の
適
切
性
」を
公
認
会
計
士
が
監
査
す

る
も
の
で
す
。カ
ル
ビ
ー
は
非
上
場
企
業

で
は
あ
り
ま
す
が
、財
務
報
告
の
信
頼
性

確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
業
務
効
率
の
再
検

証
や
リ
ス
ク
対
応
強
化
を
図
る
好
機
と

捉
え
、2
0
0
7
年
3
月
に
内
部
統
制
評

価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、財
務
報
告

に
か
か
わ
る
統
制
環
境
や
業
務
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
規
程
・
ル
ー
ル
の
見
直
し
と

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
企
業
を
取
り
巻
く
多
様
な
経
営
リ
ス

ク（
天
災
・
事
故
、法
令
違
反
・
訴
訟
、品
質
、

原
材
料
調
達
、株
式
、知
的
財
産
侵
害
な

ど
）に
対
応
す
る
た
め
、2
0
0
7
年
に

「
リ
ス
ク
管
理
規
程
」を
制
定
し
ま
し
た
。

特
に
製
品
の
安
全
性
や
原
材
料
の
調
達

に
関
す
る
リ
ス
ク
に
は
、品
質
保
証
室
が

中
心
と
な
っ
て
予
防
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、迅
速
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。ま
た
、火
災
や
油
の
流
出

事
故
な
ど
に
備
え
、緊
急
事
態
へ
の
対
応

や
通
報
方
法
・
対
策
組
織
・
緊
急
時
連
絡

網
に
つ
い
て
明
確
化
し
た「
危
機
管
理
規

程
」を
2
0
0
8
年
に
整
備
。万
一
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
未
然

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」に
つ
い
て
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
お
け
る
暗
号
化

の
推
進
な
ど
、重
要
情
報
の
管
理
強
化
を

図
り
、社
員
へ
の
教
育
・
啓
発
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。 

会社概要 

商号 
 
場所 
 
ＴＥＬ 
設立 
代表者 
資本金 
正社員数 
事業内容 
関連会社 
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研究開発センター 

カルビー株式会社 
Calbee Foods Co., Ltd. 
〒115－0044 
東京都北区赤羽南1－20－1 
03－3902－1111（代表） 
昭和24年4月30日 
代表取締役社長　中田 康雄 
27億4,503万円 
約1,600名 
菓子・食品の製造・販売 

〔国内〕 
カルビー食品㈱、スナックフード・サービス㈱、 
㈱カルナック、カルビーポテト㈱、 
ガーデンベーカリー㈱、タワーベーカリー㈱、 
オイシア㈱、カルビー湖南㈱ 
〔海外〕 
カルビーアメリカ㈱／アメリカ 
カルビータナワット／タイ 
カルビーインターナショナル㈱／香港 
カルビーフォーシーズ㈱／香港 
青島カルビー食品有限公司／中国 
烟台カルビー商貿有限公司／中国 
カルビーフォーシーズ（汕頭）有限公司／中国 
スナックサラダ マーケティング＆テクノロジーズ（株）／アメリカ 
RCF社／アメリカ 

北部、東日本、東京、中部、近畿、中四国、九州、スナック、シリアル、 
じゃがりこ、Jagabee、ポテトチップス、CVS、CalNeCo 
〔工場〕 
千歳、新宇都宮、下妻、各務原、綾部、広島、広島西、 
鹿児島、カルビーポテト、北海道フーズ、東松山、 
オイシア、カルビー湖南 
〔営業拠点〕 
札幌、仙台、宇都宮、東京、名古屋、大阪、広島、福岡 等 
〔物流センター〕 
千歳、宇都宮、東松山、各務原、滋賀、広島、鹿児島 
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倫理ヘルプライン 対応フロー図 

実名・匿名いずれも受付  
●電話 ●Eメール 
●手紙 ●面談 

実名のみ受付 
※名前を会社に 
　伝えることはありません  
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●手紙 

リスク管理・コンプライアンス体制図 
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業
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調
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チ
ー
ム 

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室 

（
担
当 

C
R
O
） 
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担
当 

副
社
長
） 
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全社リスク管理・ 
コンプライアンス 
推進委員会 

CEO

取締役会 
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リスク管理・ 
コンプライアンス 
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報告 
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選任 
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CEO

取締役会 
（社外取締役2名含む） 
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執行役員 

地域・商品カンパニー 

常務会 
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内部監査 

社内窓口 
リスクマネジメント 

室長 

関係者・ 
関係各署と 
協議の上、 
対応・措置 

社外窓口 
カルビー専門の 
弁護士3名 

相談・通報者の 
名前を伏せて 
リスクマネジメント 
室長へ報告 

受付後、速やかに対応方針を連絡 

CRO 
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株
主
総
会
を
最
高
の
意
思
決
定
機
関

と
し
、執
行
役
員
に
よ
る
業
務
執
行
、執

行
状
況
を
監
督
す
る
取
締
役
会
、取
締
役

の
職
務
遂
行
を
監
視
・
監
査
す
る
監
査
役

会
を
基
本
に
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ

ン
ス
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。 

　
法
令
や
社
会
的
倫
理
の
遵
守
こ
そ
事

業
活
動
を
支
え
る
根
幹
と
考
え
、

2
0
0
6
年
に「
グ
ル
ー
プ
行
動
規
範
」

と
「
グ
ル
ー
プ
行
動
指
針
」
を
制
定
。

2
0
0
8
年
に
改
訂
し
た
エ
シ
ッ
ク
ス（
倫

理
）カ
ー
ド
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
配
付
す
る
な
ど
、浸
透
・
啓

発
を
図
っ
て
い
ま
す
。2
0
0
8
年
に
は

「
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体

制
」を
刷
新
し
、「
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

室
」に
あ
ら
ゆ
る
ク
ラ
イ
シ
ス
情
報
を
集

中
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。カ

ン
パ
ニ
ー
や
グ
ル
ー
プ
関
係
会
社
の
ト
ッ

プ
を「
リ
ス
ク
管
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
推
進
責
任
者
」と
す
る
こ
と
で
、現
場

の
従
業
員
に
働
き
か
け
や
す
い
体
制
を

と
る
と
と
も
に
、社
員
に
は「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
。結
果

を
各
事
業
所
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、改

善
策
を
検
討
・
実
施
す
る
と
と
も
に
、そ

れ
ら
を
盛
り
込
ん
だ「
経
営
宣
言
書
」を

事
業
所
ご
と
に
掲
げ
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ズ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
刷

新
し
、ル
ー
ル
や
規
程
に
つ
い
て
の
理
解

度
を
は
か
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ

て
い
ま
す
。 

　
行
動
規
範
や
行
動
指
針
に
抵
触
す
る

行
為
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
・
解
決
の

た
め
、リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
と
社
外

の
法
律
事
務
所
を
窓
口
と
す
る「
倫
理
ヘ

ル
プ
ラ
イ
ン
」を
、2
0
0
6
年
に
開
設

し
て
い
ま
す
。2
0
0
7
年
に
は
社
員
が

安
心
し
て
通
報
で
き
る
よ
う「
公
益
通
報

者
保
護
規
程
」を
制
定
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、事
業
所
ご
と
に
相
談
担
当
窓

口
を
設
け
、被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

守
り
な
が
ら
、正
確
か
つ
迅
速
に
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長
に
取
り
次
ぐ
体
制

を
整
え
、倫
理
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
で
も
対
応

を
し
て
い
ま
す
。 

　
金
融
商
品
取
引
法（
財
務
報
告
に
係
る

内
部
統
制
）の
施
行
に
伴
い
、2
0
0
8

年
4
月
か
ら
上
場
企
業
に「
内
部
統
制
報

告
制
度
」が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は

決
算
書
の
信
頼
性
確
保
、粉
飾
決
算
の
防

止
を
目
的
に
、決
算
書
の「
作
成
プ
ロ
セ

ス
の
適
切
性
」を
公
認
会
計
士
が
監
査
す

る
も
の
で
す
。カ
ル
ビ
ー
は
非
上
場
企
業

で
は
あ
り
ま
す
が
、財
務
報
告
の
信
頼
性

確
保
に
と
ど
ま
ら
ず
業
務
効
率
の
再
検

証
や
リ
ス
ク
対
応
強
化
を
図
る
好
機
と

捉
え
、2
0
0
7
年
3
月
に
内
部
統
制
評

価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置
し
、財
務
報
告

に
か
か
わ
る
統
制
環
境
や
業
務
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
規
程
・
ル
ー
ル
の
見
直
し
と

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
企
業
を
取
り
巻
く
多
様
な
経
営
リ
ス

ク（
天
災
・
事
故
、法
令
違
反
・
訴
訟
、品
質
、

原
材
料
調
達
、株
式
、知
的
財
産
侵
害
な

ど
）に
対
応
す
る
た
め
、2
0
0
7
年
に

「
リ
ス
ク
管
理
規
程
」を
制
定
し
ま
し
た
。

特
に
製
品
の
安
全
性
や
原
材
料
の
調
達

に
関
す
る
リ
ス
ク
に
は
、品
質
保
証
室
が

中
心
と
な
っ
て
予
防
策
を
講
じ
る
と
と

も
に
、迅
速
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
ま
す
。ま
た
、火
災
や
油
の
流
出

事
故
な
ど
に
備
え
、緊
急
事
態
へ
の
対
応

や
通
報
方
法
・
対
策
組
織
・
緊
急
時
連
絡

網
に
つ
い
て
明
確
化
し
た「
危
機
管
理
規

程
」を
2
0
0
8
年
に
整
備
。万
一
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も
に
未
然

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。 

　「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
」に
つ
い
て
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
に
お
け
る
暗
号
化

の
推
進
な
ど
、重
要
情
報
の
管
理
強
化
を

図
り
、社
員
へ
の
教
育
・
啓
発
に
力
を
注

い
で
い
ま
す
。 
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